
あ
り
。
本
病
四
三
六
百
弗
に
㍉
し
て
巻
川
膜
に
7
は
」
詳
漏
洲
を
級
｛
め
れ
る
B
H
次
ミ
霧
h
興
及

地
圖
鱗
葉
を
添
ふ
。
（
仁
二
巴
嚢
行
　
何
二
、
七
〇
〇
．
〔
申
村
〕

　
　
　
　
ぬ
　
も
ヒ
も
　
も

　
　
　
働
佛
敏
庚
論
　
　
境
野
黄
洋
藩

本
書
拭
嘗
て
著
者
が
公
に
し
れ
る
佛
三
更
に
騰
す
る
各
種
の
論
女
＋
五
篇
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
や
　
　
や
　
も
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
な
　
　
へ
　
　
も
　
へ
　
　
ぢ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ

輯
鋒
し
カ
る
も
の
。
門
中
霧
拠
牟
尼
悌
一
、
「
漣
繋
純
建
佛
三
論
の
獲
蓬
」
、

　
ヘ
　
へ
　
や
　
も
　
ち
　
へ
　
も
　
セ
も
　
　
　
　
　
や
　
ゆ
　
ネ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
レ
　
も
　
へ
　
も
　
ぬ
　
も
　
も

「
籔
論
ε
佛
数
ミ
の
宇
目
」
、
「
灘
に
就
い
て
」
、
「
一
一
宗
の
正
統
非
正
統
の

　
　
　
　
　
　
　
し
　
ち
　
も
　
へ
　
や
も

　
　
　
　
　
あ
　
も

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ

狸
義
」
、
「
東
大
寿
言
労
寺
の
敢
垂
鯵
の
章
に
於
て
は
主
荏
し
て
敏
理
に
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
あ
．
、
　
、
　
、
、

す
る
歴
史
的
研
究
を
示
し
、
「
建
磨
に
就
い
て
」
，
「
大
寺
は
大
喜
に
あ
ら
す
」
、

「
藝
激
⊃
働
」
・
「
か
簿
節
隔
轡
・
「
働
獅
か
趣
P
恥
窒
」
、
「
い
襟
粉

轡
…
」
等
の
章
に
断
て
は
史
實
の
考
識
的
研
究
を
示
煙
り
Q
本
書
は
著
者
が
自

ら
宗
敏
家
れ
る
の
立
脚
鮎
を
離
れ
す
し
て
、
佛
敏
の
吏
的
研
究
に
努
め
上
る

駄脚

h
ド
於
て
そ
の
面
目
員
を
窺
ふ
べ
「
き
も
の
な
瞬
。
（
丙
午
娼
版
伊
詑
装
行
亀
偲
…
一
」

三
〇
）
〔
雲
脚
〕

　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
も
　
　
へ
　
せ
　
　
へ
　
も
　
　
へ

　
　
　
磯
後
北
條
氏
民
政
吏
論
　
　
丈
脇
士
　
牧
野
純
一
著

奉
公
叢
書
第
四
編
に
し
て
著
者
の
明
治
四
＋
三
年
，
東
京
帝
國
大
學
の
卒
業

悪
女
を
感
電
し
れ
る
も
の
な
り
。
本
書
共
第
一
編
翻
本
業
に
て
い
μ
先
づ
第
一

　
　
　
　
　
へ
　
も
　
へ
　
も

　
　
　
あ
　
へ

童
を
「
後
北
條
氏
概
槻
」
ぐ
」
む
關
束
の
地
理
及
歴
史
、
早
雲
の
出
自
の
伊
勢

氏
な
る
市
寧
よ
り
後
北
㎝
條
氏
が
冨
m
幽
思
止
ハ
な
り
・
し
厨
以
五
ヶ
撫
を
数
へ
、
　
軸
瓢
巾
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
も
　
へ
　
し
　
へ

詫
ハ
民
政
の
注
意
に
億
職
ず
・
ベ
ミ
、
こ
ミ
を
費
繋
ひ
、
　
黒
鍵
｛
草
「
凶
尊
詠
り
主
｛
義
」
ド
媒
μ

第
一
巻
　
　
紹
　
介
　
　
圏

霧

十ハ

]習

?
る
英
雄
の
畏
欧
に
「
留
…
意
憾
・
し
由
囚
來
を
述
べ
、
早
隠
讃
詞
一
グ
條
…
を
弥
眺
キ
・
、

　
　
　
　
マ
　
も
　
　
や
　
　
へ
　
　
も
　
む
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

第
三
章
・
け
n
「
隠
…
業
に
畑
激
す
ろ
民
品
以
」
ミ
贈
齢
し
、
我
國
山
歯
に
．
撃
て
農
政
は
…
離
層
ち

民
政
な
り
ε
て
爾
粗
傘
の
研
究
を
な
・
し
、
　
所
謂
四
公
六
民
油
の
設
を
鑓
め
茄
恢
北
｝

條
琉
百
年
間
之
れ
を
以
て
圃
賞
解
し
は
頗
る
寛
大
な
る
も
の
な
り
“
」
こ
翌
臣

茂
、
武
田
氏
、
長
曾
我
蔀
氏
等
の
夫
れ
ミ
比
較
し
て
後
北
條
氏
の
よ
く
關
…
束

の
雄
た
ら
し
め
・
し
原
囚
を
究
め
、
附
癩
視
に
も
言
及
む
、
税
制
の
蓮
規
に
勢

す
る
後
北
峰
氏
の
強
意
の
瑚
烈
な
る
を
記
し
．
反
諸
般
保
謹
制
度
を
列
雅
C

寛
，
嚴
よ
く
行
は
れ
し
こ
ε
後
北
條
氏
民
政
の
根
本
義
な
ろ
事
を
例
誰
す
。

　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
や
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

第
四
寧
「
工
業
臆
關
す
る
民
政
」
に
於
て
は
諸
工
匠
の
保
護
を
記
・
し
、
第
五

　
　
ち
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
や

章
「
商
業
に
回
す
る
民
政
」
に
て
は
商
入
の
保
護
ε
し
て
宿
傷
儂
護
、
市
瘍

保
護
、
問
屋
の
保
護
を
親
き
、
貨
幣
政
策
ミ
し
て
撰
銭
の
弊
害
救
治
に
室
町
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

府
の
失
敗
ゼ
、
氏
鹿
の
漢
薬
也
・
し
を
艶
・
し
、
第
六
章
「
結
臨
」
ミ
・
し
て
後
北

修
熾
民
政
の
奨
は
早
雲
一
人
の
功
に
非
す
・
し
て
守
成
⑬
胡
馬
の
功
ミ
相
挨
つ

べ
・
し
ミ
な
す
O
・
し
か
も
關
束
佃
眈
往
の
歴
出
郎
ち
…
糧
朝
の
泰
暗
O
時
亡
魂
の
’
車
蹟

が
五
口
婁
鱗
…
を
瓢
い
し
イ
、
與
へ
・
し
戒
心
化
の
纒
仙
幽
す
べ
か
ら
ざ
る
を
…
説
σ
う
に
注
意
・

に
．
値
す
べ
く
、
又
後
北
條
氏
が
徳
凋
家
康
に
n
於
て
名
恐
あ
る
後
講
者
を
得
、

後
北
條
氏
百
年
の
憲
政
は
、
關
東
に
於
け
る
武
家
政
治
の
，
光
榮
あ
る
連
鎖

な
り
暮
し
て
之
に
深
き
意
義
を
認
め
ん
ご
ぜ
り
。
第
二
編
は
附
録
に
し
て
第

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
や
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ
　
や
　
も
　
へ

一
編
中
に
引
用
ぜ
る
後
襟
隆
氏
民
敵
吏
料
主
要
焦
焦
武
百
十
瓶
を
股
錐
す
。

野
馬
な
る
古
交
書
に
蕩
礎
を
既
き
此
身
を
企
て
れ
る
著
老
の
眞
聖
な
る
態
度

第
四
號

一
山
ハ
九
　
　
（
七
一
二
四
）


